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著者は，本誌読者にも馴染み深い世界貿易機

関（WTO）の上級委員会委員，韓国大使，ジュ

ネーブ国際機関大使，外務審議官を歴任した熟

練の外政家である。「日米関係の節目をその

時々の米国政治史の中で見ておきたい」との問

題意識が，本書の日本開国というテーマで偶々

具体化されたに過ぎない，と述べる。

本書は，黒船派遣を命じたアメリカ合衆国第

13 代大統領ミラード・フィルモア（1850-53

年）の外交政策と，それを導いた米国の内外情

勢を検証する。人物に時代精神を宿らせる歴史

の見方は，まさに開国を「時代の寵児」たるペ

リー提督の個人的偉業に帰する教科書の記述に

象徴的だが，著者は，この東インド艦隊司令官

の知略と胆力を認めつつ，史実の本質が，所与

の政治環境下での本国政府の政策決定と執行の

帰結であることに読者の正当な注意を向ける。

本書は，開国政策の原因を，黒船の舳先から

航路を遡るように 19 世紀の米国の国内情勢に

求める。その先に居るフィルモアは，リンカー

ン登場前の混沌期にその任にあり，米国でも閑

却された存在だ。

西方拡張に伴う新州編入は，若き連邦国家に

奴隷州拡大の是非の難問を突きつけた。建国以

来の憲法秩序と統合の危機に際し，フィルモア

は北部諸州の経済界に基盤をもつホイッグ党の

大統領として，北部商工業の保護振興や大陸横

断鉄道建設，太平洋航路の整備を主唱した。奴

隷制農業を基盤に，綿花輸出と自由貿易を死守

せんとする南部諸州との対立が不可避の情勢

で，議会人が口角泡を飛ばし，大統領を圧倒し

た時代でもある（本書表紙は，奴隷解放を急ぐ

北部急進派には不評の「1850 年の妥協」案の

上程を見守るフィルモア副大統領の挿絵だ）。

著者は，地方の歴史図書館で発掘した大統領宛

書簡やオランダ国王の演説に拠り，対外面につ

いて，英仏と東アジア覇権を争う蘭と米の利害

一致を見る。日本遠征隊派遣を表明した大統領

年次教書（1852 年）に，これら内外の構造的

要因の焦点が結ばれる。

著者は，「南北戦争に先立つ分断以来最も深

刻」な目下の米国内状況が，本書に今日的意義

を与えたと言う。フィルモアが先鞭をつけた日

米関係史は，ペリーやリンカーンという強い個

性の放射光に遮られた歴史の盲点だったが，そ

こに光を当てたのは，物事の本質を見つめる著

者の眼力である。著者が巻末で触れる「ものの

見方」とは，ある国の政治や経済社会を重層的

に洞察し，複眼で理解する視座のことだろう。

翻って，最近も我々は，史上稀に見る大接戦

や新政権始動を刹那的に追う報道や論考に晒さ

れ，かなり米国通，のはずである。表層でなく

本質に括目すべし―。歴史家にして外交官の

「ものの見方」は，後輩への叱咤に響いた。

（あべ のりあき）
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